
令和5年度予防接種従事者研修会（東海北陸ブロック）
主催：公益財団法人予防接種リサーチセンター
日時：令和5年9月8日（金）13時50分～14時40分
会場：名古屋国際会議場レセプションホール

神奈川県衛生研究所
多屋 馨子（たやけいこ）

予防接種の知識と副反応等について
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今日の内容
•予防接種の知識
•予防接種後副反応について
•新型コロナワクチン
•おたふくかぜワクチン
•Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

•風しん第5期定期接種について
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予防接種の意義
•予防接種は多くの疾病の流行の防止に大きな成果：
天然痘の根絶達成
ポリオ・麻疹の根絶・排除を目標に世界中が努力中

•感染症による患者の発生や死亡者の大幅な減少

•感染症がまん延し、大きな被害を受けてきた時代は過ぎ去り、
今日ではそれらの流行が見られなくなったため、予防接種に
よって獲得した免疫が感染症の流行を抑制していることを忘
れられてしまいがち
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•予防接種により国民全体の免疫水準を維持するためには、
•予防接種の接種機会の安定的確保
•社会全体として一定の接種率を確保
することが重要

•健康な人にワクチンを接種する行為には、
•極めてまれではあるが重篤な健康被害が発生することが
あり得る
•事実について国民に正確に伝え、国民の理解を得ることが
 重要 
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ワクチンで予防可能な病気

B型肝炎

侵襲性肺炎球菌感染症
細菌性髄膜炎など

伝染性紅斑

侵襲性Hib感染症
細菌性髄膜炎など日本脳炎

ロタウイルス感染症

おたふくかぜ

溶連菌感染症

手足口病

破傷風

風疹

百日咳

ジフテリア

麻疹

咽頭結膜熱

ヘルパンギーナ

水痘

乳幼児の結核
（結核性髄膜炎
など）

ポリオ
伝染性膿痂疹

ライノウイルス
感染症

インフルエンザ

突発性発疹

私たちの身の周りには多くの感染症/病気があります

ノロウイルス
感染症

ＲＳウイルス感染症

ヒトメタニュー
モウイルス感
染症

髄膜炎菌
感染症

伝染性軟属腫 Ａ型肝炎

ＳＡＲＳ

腸管出血
性大腸菌
感染症

黄熱

狂犬病

エンテロ
ウイルス
感染症ＭＲＳＡ

感染症

コクサッキー
ウイルス感
染症

ＥＢウイルス
感染症

サイトメガロウ
イルス感染症

単純ヘルペ
スウイルス
感染症

クラミジア
感染症

マイコプラズマ感染症

尖圭
コンジローマ

子宮頸がん
（HPV16,18）

天然痘

MERS

デング熱

新型コロナウ
イルス感染症

腸チフス

コレラ
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ジカウイル
ス感染症

C型肝炎

エボラ出血熱 クリミア・コンゴ
出血熱

南米出血熱
ペスト

マールブルグ病ラッサ熱

細菌性赤痢

パラチフス

E型肝炎

HIV感染症
レジオネラ症
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急性出血性
結膜炎 流行性

角結膜炎

アシネトバ
クター感
染症

腸球菌感染症

播種性
クリプト
コックス症

ジアルジア症

ウエストナイル
ウイルス感染症

西部ウマ脳炎

ダニ媒介脳炎

東部ウマ脳炎

ベネズエラ
ウマ脳炎

クリプトスポリ
ジウム症

クロイツフェルト・
ヤコブ病

アメーバ
赤痢

腸内細菌科
細菌感染症

ロッキー山
紅斑熱

レプトスピラ症

類鼻疽

野兎病

ライム病

リフトバレー熱

リッサウイルス
感染症

マラリア

ボツリヌス症

発疹チフス
ヘンドラ
ウイルス
感染症

ブルセラ症

鼻疽

Bウイルス病

ハンタウイルス
感染症

日本紅斑熱 ニパウイルス感染症 つつが虫病

チクングニア熱

炭疽

腎症候性
出血熱

SFTSウイルス
感染症

ジカウイルス
感染症

サル痘

コクシジ
オイデス
症

Q熱キャサヌル森林病

回帰熱

梅毒

オムスク
出血熱

エキノ
コックス症

コレラ
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【ワンポイント・メッセージ】

・ウイルスの「イ」は小さく書かないのが正式です。
・ 4文字とも同じ大きさで書きます。

○ウイルス ×ウイルス

77



予防接種法の目的及び予防接種の種類
•予防接種法の目的：
•予防接種の実施によって感染のおそれのある疾病の
発生及びまん延の予防
•公衆衛生の向上及び増進に寄与
•予防接種による健康被害の迅速な救済を図る 

•予防接種法に基づく予防接種の種類
•定期接種（Ａ類疾病、Ｂ類疾病）
•臨時接種
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日本の
予防接種
制度

改正後

第36回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000984865.pdfより引用、一部改変第31回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会研究開発及び生産・流通部会(令和5年1月25日）資料より引用
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予防接種とワクチン
・予防接種に使用する薬剤がワクチン
・ワクチンには大きく分けて、
生ワクチンと不活化ワクチンがある

・国内で現在、使用されている新型コロナワクチンは、
不活化ワクチンとしての組換えタンパクワクチン
に加えて、生ワクチンでも不活化ワクチンでもない
mRNAワクチンの2種類
ウイルスベクターワクチンが使われていたこともある
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（13価・
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(予防接種必携より）



日本で接種可能なワクチンの種類（2023年9月現在）
+備蓄2種類（痘そうワクチン、A/H5N1亜型、A/H7N9亜型インフルエンザワクチン）

定期/臨時接種（22種類） 任意接種（11種類）

生
7種類

BCG（結核）

ＭＲ（麻疹風疹混合）

麻疹

風疹

水痘

ロタウイルス（1価） 

ロタウイルス（5価） 

不活化
14種類

B型肝炎

DT（ジフテリア・破傷風混合）:二種混合

DPT （ジフテリア・破傷風・百日咳混合）:三種混合

IPV （不活化ポリオ）

DPT-sIPV （ジフテリア・破傷風・百日咳・セービン株由来不活化ポリオ混
合）:四種混合

日本脳炎（乾燥細胞培養）

インフルエンザ 

肺炎球菌（13価結合型）

Hib（ヒブ：インフルエンザ菌b型）

HPV（ヒトパピローマウイルス） （2価）

HPV（ヒトパピローマウイルス） （4価）

HPV（ヒトパピローマウイルス） （9価）

肺炎球菌（23価多糖体）

新型コロナ（組換えタンパクワクチン）

mRNA 新型コロナ

生
4種類

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

黄 熱

帯状疱疹 （現行の弱毒生水痘ワクチンを使用）

痘そう（サル痘予防）

不活化
7種類

破傷風トキソイド

成人用ジフテリアトキソイド

A型肝炎

狂犬病

髄膜炎菌（4価結合型）

帯状疱疹

肺炎球菌 （15価結合型）

定期接種を定められた年齢以外で受ける場合 
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ワクチンの種類
•ワクチンの種類には、
•生ワクチン
•不活化ワクチン
•mRNAワクチン
•ウイルスベクターワクチン

•ワクチンの接種経路には、
•飲むワクチン（ロタウイルスワクチン）
•注射のワクチン
• (海外では、吸うワクチン・貼るワクチンもある）

•注射のワクチンの接種経路には、
•経皮接種（ＢＣＧ）
•皮下接種
•筋肉内接種
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ワクチンの接種間隔
•注射の生ワクチン接種後、別の種類の注射の生ワクチンを受ける場合、
•中２７日以上あける。（これ以外のワクチン同士の場合は、
新型コロナワクチンを除いて、接種間隔の制限がなくなった。）

•新型コロナワクチン接種前後は、13日以上あける（季節性インフルエンザワク
チンについては、新型コロナワクチンとの間の接種間隔に制限なし）
•同じワクチンを複数回接種する場合、ワクチン毎に、接種間隔が定められている
•例1：DPT-IPV（ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ）ワクチン
• 20日以上の間隔で３回接種、３回終了後6か月以上あけて、おおむね
１年後に１回追加

•例2：小児用肺炎球菌ワクチン
• 27日以上の間隔で３回接種、３回終了後60日以上あけて、かつ生後
12～15か月に１回追加
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追加免疫効果
•追加免疫（booster）効果：再感染（再接種）を受ける
と、血中抗体は以前よりもより早く、より高く上がる
•免疫学的記憶：生体の免疫担当細胞に、出会ったことのあ
る病原体（抗原）を記憶している能力がある
•基礎免疫：免疫学的記憶をきちんと付けるために、不活化
ワクチンでは最初２～３回の接種を連続的に行う
•追加免疫（追加接種）：追加免疫効果を利用するために
適当な間隔をおいて複数回の接種を行う。ワクチンごとに最
適と考えられる追加接種時期が定められている
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追加免疫効果
•不活化ワクチンの基礎免疫のための接種間隔：一般に１カ月程度
•日本脳炎やインフルエンザなどの流行期のある疾患では、それに間に合わせ
るため急いで免疫を付けたい場合があるので、最短間隔が６日間あるいは
1週間（13歳未満では2週間）となっているが、免疫効果を考えると、で
きれば3～4週間空けたい

•生ワクチン：自然感染と同様の人工的な感染を起こす
•以前は生涯にわたる免疫を期待されていた
•弱毒化した病原体をワクチンに用いるため、どうしても獲得抗体価が自然感
染と比較して低い
•流行が少なくなると、自然感染による追加免疫効果を得る機会も少ない
•有効な抗体持続が10年前後で減少してくる者が出る
•麻疹、風疹、水痘の生ワクチンには２回接種法が採用
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(予防接種必携より）



予防接種歴の把握は、
個人の感染予防に加えて、
所属施設の感染症対策にも

極めて重要

副反応を集計解析する上で、
分母情報（被接種者数）は極めて重要

18
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母子健康手帳の予防接種欄を必ず確認
定期接種だから受けているはずという思い込みは危険

記録がない場合は受けていないと考える
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ワクチン接種記録システム
（VRS：Vaccination Record System） 

•新型コロナウイルス感染症のワクチン接種にあたり、
自治体がワクチン接種の状況を可能な限り逐次把握することを支援する
• ワクチン接種記録システム 「接種記録システム」を国として準備
•市区町村において、
•住民一人一人の接種状況を逐次確認
•様々な問い合わせに対応することが可能

•都道府県、 国において、
• ワクチン接種状況のきめ細かな情報提供を行うことができる 
•災害時における予診票等の喪失にも対応できる
• ワクチン接種の円滑化を図ることが可能になる 

20厚生労働省ホームページより：https://www.mhlw.go.jp/content/000749655.pdf
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新型コロナワクチン回数別被接種者数・接種率
（首相官邸ホームページhttps://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/vaccine.html公表数値から著者作図）

総接種回数：4億621万5,583回（令和５年８月８日公表）

接
種
率
・
接
種
完
了
率

被
接
種
者
数

全人口の
80.9％が1回以上
79.9％が2回完了
68.8％が3回完了

5－11歳小児の
24.1％が1回以上
23.4％が2回完了
9.8%が3回完了

65歳以上の
92.8％が1回以上
92.6％が2回完了
91.5％が3回完了

令和5年5月8日以降：
17.7％が3回完了
うち高齢者53.7％

6か月－4歳小児の
4.0％が1回以上
3.7％が2回完了
2.9%が3回完了
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ワクチンの２つの役割～「個人を守る」＆「社会を守る」

社会を守る
 集団が免疫を獲得することで、ウイルスや細菌が
その集団の中に入ってきても流行を防ぐことができ
る。

 ワクチンを受けることができない者を間接的に感
染症から守ることができる。

 病気を根絶できる。

個人を守る

免疫を獲得して、感染症の発症ある
いは重症化を予防できる。

密接な関わり
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日本の予防接種後副反応疑い報告制度
24

（厚生労働省ホームページより）
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予防接種後に起こる症状/疾患の種類と注意事項

接種前によく説明をします。

●比較的よく見られる症状
（頻度は数％～数十％・数日以内に治ることがほとんど）

（局所反応）
・接種したところが赤くなる、痛くなる、腫れる

（全身反応）
・発熱
・じんましん など

●重い症状/疾患（頻度はまれ）
・アナフィラキシー
・脳炎・脳症、血小板減少性紫斑病 など

接種後30分は、接種医療機関で体調を観察しながら待機 （アナフィラキシーや、血管迷走神経反射
による失神など、急激な症状はこの間に起こることがほとんどです）

Illustrated by M Hata
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予防接種後副反応疑い報告書
（紙媒体）

予防接種後副反応疑い報告書
（感染研作成アプリ）

2021年4月からPMDAの
HPから直接ウエブ入力可

安全対策システムで
厚労省・PMDA・感染研が情報共有し、
迅速に集計・解析

毎週、医療機関および製造販売企業から届く副反応疑い報告に
ついて、異常なシグナルの有無を監視するとともに、集計結果は、
厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、薬
事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対
策調査会（合同開催）で審議される。
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医療従事者からの報告（副作用・副
反応・感染症・不具合報告・疾病等報
告）
https://www.pmda.go.jp/safety
/reports/hcp/0001.html

予防接種法に基づく副反応疑い報告
（医療従事者向け）
https://www.pmda.go.jp/safety
/reports/hcp/prev-vacc-
act/0003.html

https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/0001.html
https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/0001.html
https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/prev-vacc-act/0003.html
https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/prev-vacc-act/0003.html
https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/prev-vacc-act/0003.html


ワクチン毎に
副反応疑い報告基準があります
ワクチン毎に報告対象の症状・所見と、接種から症状出現までの日数が

定められています

ワクチン接種との因果関係に関わらず、基準に該当する場合は、全例を厚生労
働大臣（送付先はPMDA)に報告することが医師等に義務付けられています
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ロタウイルス感染症
症状 発生までの時間

アナフィラキシー 4時間
腸重積症 21日
その他の反応 ー
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結核（BCG）
症状 発生までの時間

アナフィラキシー 4時間
全身播種性BCG感染症 1年

BCG骨炎（骨髄炎、骨膜炎） 2年
皮膚結核様病変 3か月
化膿性リンパ節炎 4か月

髄膜炎（BCGによるものに限る。） ー
その他の反応 ー
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ヒトパピローマウイルス感染症
症状 発生までの時間

アナフィラキシー 4時間
急性散在性脳脊髄炎（ADEM) 28日

ギラン・バレ症候群 28日
血小板減少性紫斑病 28日

血管迷走神経反射(失神を伴うもの） 30分
疼痛又は運動障害を中心とする多様な症状 ー

その他の反応 ー
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インフルエンザ
症状 発生までの時間

アナフィラキシー 4時間
急性散在性脳脊髄炎（ADEM) 28日

脳炎・脳症 28日
けいれん 7日
脊髄炎 28日

ギラン・バレ症候群 28日
視神経炎 28日

血小板減少性紫斑病 28日
血管炎 28日

肝機能障害 28日
ネフローゼ症候群 28日
喘息発作 24時間
間質性肺炎 28日

皮膚粘膜眼症候群 28日
急性汎発性発疹性膿胞症 28日

その他の反応 ー
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今日の内容
•予防接種の知識
•予防接種後副反応について
•新型コロナワクチン
•おたふくかぜワクチン
•Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

•風しん第5期定期接種について
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新型コロナウイルス感染症
症状 発生までの時間

アナフィラキシー 4時間
血栓症（血栓塞栓症を含む。）

(血小板減少症を伴うものに限る。）
28日

心筋炎 28日
心膜炎 28日

熱性けいれん 7日
その他の反応 ー
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新型コロナワクチン接種後副反応疑い報告基準
法律に基づいて、報告義務がある疾患/症状
○アナフィラキシー（接種後４時間以内に発生した場合）
○血栓症（血栓塞栓症を含む。）（血小板減少症を伴うものに限る。）（接種後28日以内に
発生した場合）
○心筋炎、心膜炎（接種後28日以内に発生した場合）
〇熱性けいれん（接種後7日以内に発生した場合）
医師が予防接種との関連性が高いと認める症状であって、以下に該当するもの（予防接種との
関連性が高いと医師が認める期間に発生した場合）
○入院治療を必要とするもの
○死亡、身体の機能の障害に至るもの
○死亡若しくは身体の機能の障害に至るおそれのあるもの 
ワクチン接種との因果関係が示されていない症状も含め、幅広く評価を行うため、当面の間、
積極的に報告すること検討されている疾患/症状
けいれん、ギラン・バレ症候群、急性散在性脳脊髄炎（ADEM）、血小板減少性紫斑病、血
管炎、無菌性髄膜炎、脳炎・脳症、関節炎、脊髄炎、心筋炎、顔面神経麻痺、血管迷走神経反
射（失神を伴うもの）
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予防接種法に基づく
医療機関等からの報告

薬機法に基づく
製造販売企業からの報告

3535

※ ２つがあります。



予防接種法に基づく医療機関からの週別報告数
（2021年２月17日～2023年4月30日、n=36,459）

36

第94回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和5年度第5回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全
対策調査会（合同開催） 2023年7月28日開催 資料より：国立感染症研究所作成資料
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ワクチン別推定接種回数(2023年4月30日現在） 37

第94回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和5年度第5回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全
対策調査会（合同開催） 2023年7月28日開催 資料より



予防接種法に基づく医療機関からの週別累積報告数・報告頻度
（2021年２月17日～2023年4月30日、n=36,459）

3838

第94回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和5年度第5回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全
対策調査会（合同開催） 2023年7月28日開催 資料より：国立感染症研究所作成資料
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今日の内容
•予防接種の知識
•予防接種後副反応について
•新型コロナワクチン
•おたふくかぜワクチン
•Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

•風しん第5期定期接種について
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国立感染症研究所ホームページ感染症発生動向調査事業年報
https://www.niid.go.jp/niid/ja/allarticles/surveillance/2270-idwr/nenpou/11637-idwr-nenpo2021.htmlから著者作図
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国の予防接種プログラムにおたふくかぜワクチンが含まれている国
2020年10月現在

先進国では日本のみ
定期接種ではない

42



おたふくかぜワクチン接種後
副反応疑い報告

平成25年4月1日                  
～令和５年３月31日までに、
1,322万2,826人が接種（推定）

製造販売業者から                       
220人（0.0017％）の                          
副反応疑い報告

医療機関から                          
336人（0.0025％）の                         
副反応疑い報告
内240人（0.0018％）は重篤

令和２年12月25日（金）第94回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和5年度第5回薬事・食品衛生審議会薬事
分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会（合同開催） 資料 令和5年7月28日
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おたふくかぜワクチン接種後副反応疑い報告
（平成25年4月1日～令和5年3月31日）

のべ推定被接種者数： 1,322万2,826人
2人／10万人

44
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分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会（合同開催） 資料 令和5年7月28日



おたふくかぜワクチン接種後の副反応に関する全国調査
公益社団法人 日本小児科学会／国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）研究班

背景と経緯

お
た
ふ
く
か
ぜ
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ン
接
種
後
の

無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
症
率

●（独）医薬品医療機器総合機構（PMDA）への副反応疑い報告
平成25年4月1日～令和5年3月31日

(髄膜炎、髄膜脳炎、脳炎、脳症、GBS、
ADEM、自己免疫性脳炎脳症を含む：373人）
1,322万2,826人接種

= 1
𝟑𝟑𝟑𝟑,𝟒𝟒𝟑𝟑𝟒𝟒接種 = 0.00𝟐𝟐𝟐𝟐％

●薬剤添付文書
（21,465例による）

=
𝟏𝟏

𝟏𝟏,𝟔𝟔𝟒𝟒𝟒𝟒 ~ 𝟐𝟐,𝟑𝟑𝟒𝟒𝟒𝟒接種
=0.043～0.063 %

約15～23倍の差

10万人～20万人規模の前向き調査が必要
ワクチンの定期接種化を検討するための資料とする目的で
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ワクチン接種を受けた小児
について、ワクチン接種に
関する情報などをデータ
ベースに入力

一次調査

2020年1月以降におたふくかぜ
ワクチンを接種した1歳から小学
校就学前までの者（保護者によ
るオプトアウトが無い者）

一次調査 対象

おたふくかぜワクチン接種後の副反応に関する全国調査
公益社団法人 日本小児科学会／国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）研究班

副反応が疑われる症状が認め
られた者の経過や所見、および
ワクチンに関する情報などを
データベースに入力

二次調査

被接種者の ①年月齢
②性別
③接種日
④ワクチン製剤の種類
⑤接種回数
⑥接種4週間後の健康状態
⑦接種8週間後の健康状態
⑧副反応が疑われる症状発現時は

同時接種ワクチンの有無とその種類

無菌性髄膜炎あるいは脳炎等を
併発して入院あるいは髄液検査
を行った者

二次調査 対象
 保護者に対するインフォームド・コンセント
 検体の採取と送付

46

「おたふくかぜワクチン接種後の副反応に関する全国調査
公益社団法人 日本小児科学会／国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED)研究班」



Mumps Vaccine Safety Database
https://mumps.children.jp/board/index.html

472023年8月10日時点
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今日の内容
•予防接種の知識
•予防接種後副反応について
•新型コロナワクチン
•おたふくかぜワクチン
•Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

•風しん第5期定期接種について
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WHO ワクチン安全性諮問委員会
The Global Advisory Committee on Vaccine Safety 

（GACVS）において
Immunization Stress Related Response（ISRR）

予防接種ストレス関連反応 という概念について議論

ワクチン接種前後に生ずる不安、恐れ、それをきっかけに
生ずる一連の痛み、恐怖症、身体変化などで、周辺や
社会的環境の影響受けやすい。
これを防ぐためには、接種者による丁寧な説明、丁寧な
接種が必要である。

岡部信彦先生作成資料
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Immunization Stress Related Response（ISRR）
予防接種ストレス関連反応（Manual)

岡部信彦先生作成資料

20 December 2019
https://www.who.int/publications-detail/978-92-4-151594-8

50
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Immunization Stress Related Response（ISRR）
予防接種ストレス関連反応 とは

ストレス反応として観察される多様な症状・徴候スペクトラムを
含む包括的概念(単なる不安症状ではない)
予防接種の前、接種時、接種後に様々な要因により起こりうる
反応

岡部信彦先生作成資料

Biopsychosocial model：
生物学的・心理学的・社会的に多面的なとらえ方で、
接種に関連した多様な反応を理解する。

予防接種に関わるすべての医療従事者が、基本的な
理解とともに十分な対応をすべきである。

51



Immunization Stress Related Response（ISRR）
予防接種ストレス関連反応
ワクチン接種によるストレスに関連した一連の反応（WHO)

ワクチン接種前のストレス反応
ワクチン接種前後のストレス反応
ワクチン接種直後のストレス反応
ワクチン接種後長期にわたるストレス反応

黄色：生物的背景
青色：心理的背景
緑色：社会背景
緑枠・白色：Social Media

赤色１：急性反応
赤色２：慢性持続的反応

丁寧な説明
丁寧な接種手技
丁寧な、科学的・医学的対応

岡部信彦先生作成資料
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Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応
接種前（素因）

生物学的要因
年齢、遺伝的素因、低体重

心理的要因
針への恐怖心
ワクチン、薬剤への不安
急性ストレス反応の既往

社会的要因
家族・友人・メディアから受けるネガティブな情報
ネガティブな事象の目撃
接種に否定的な思想・信条

接種前

岡部信彦先生作成資料
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Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応
接種前後（促進）
左：個人

生物学的要因
長時間の立位
血管迷走神経反射
痛みの経験

心理学的要因
思い込み
恐怖心
痛みの経験

社会的要因
医師や介助者の態度や言動、
痛みの説明

接種前後

個人

54

岡部信彦先生作成資料



Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

接種前後（促進）
右：集団

心理学的要因
周囲（仲間や権威者など）にどう思われるか

社会的要因
仲間に生じた有害事象の目撃
同じ状況にいる周囲の人の態度や言動
周囲の面前での痛みの表れ
↑
Social media での拡散

接種前後

集団

55

岡部信彦先生作成資料



Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

急性反応（含む・血管迷走神経反射）
めまい、血管迷走神経性失神
動悸、ぼんやりとした視力、過呼吸

接種後

56

岡部信彦先生作成資料



Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応
接種後（持続要因）
生物学的要因
一連のストレス反応の継続
HPA系*の鋭敏化
＊hypothalamic-pituitary-adrenal axis

視床下部-下垂体-副腎系
心理学的要因

自分の身に関する破滅的解釈
恐怖
身体反応への過剰反応

社会的要因
周囲の人の態度や言動、信頼性
（医師、権威者、家族、仲間、コミュニテイ）
↑

Social media での拡散

接種後

57

岡部信彦先生作成資料



Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

DNSR  Dissociative Neurological
Symptom Reactions

                (解離性神経症状反応)

接種後

58

岡部信彦先生作成資料



DNSR：
Dissociative Neurological Symptom Reactions

解離性神経症状反応

岡部信彦先生作成資料

遅発性反応として出現

• 脱力または麻痺
• 不自然な四肢の姿勢や動作
• 不規則な歩き方
• 言語障害
• 明らかな生理学的根拠のない

心因性非てんかん発作
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Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

の予防に重要なポイント

• 発症の素因となりうる危険因子をもつ接種対象者を事前に
特定する。
• 年齢に応じた接種前、接種時、接種後の不安や恐怖を軽減
するための基本的な対策を講じる。
• 特定された危険因子がある場合、カウンセリングや行動介入、
薬剤使用などの追加策も検討する。 
• 接種環境（接種場所、方法、信頼できる人の同席、接種順
番など）を整える。

岡部信彦先生作成資料
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Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

の予防に重要なポイント

• 接種対象者と信頼関係を築き、自信をもったリラックスしたア
プローチをする。［よく聞くことを心がけ、接種対象者の気持
ちを認める・正しい情報提供をする（「説明」はしても「説得」
はしない）］
• 保護者ともコミュニケーションをとり、接種に自信を持たせ、
接種に対する恐怖を被接種者に植え付けさせないようにする。
• 痛みの軽減のための年齢に応じた適切なアプローチをする。

岡部信彦先生作成資料
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Immunization Stress Related Response（ISRR）
予防接種ストレス関連反応発生時の対応

•何より、穏やかに冷静に、
被接種者や保護者と積極的に

コミュニケーションをとる。

翻訳担当者
岡部 信彦 ・奥山 舞 ・多屋 馨子・
中島 一敏・三﨑 貴子
https://apps.who.int/iris/handl
e/10665/330277
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HPVワクチン接種後に報告されている
「多様な症状」について

症状としては、
➀知覚に関する症状（頭や腰、関節等の痛み、感覚が鈍
い、しびれる、光に対する過敏など）
➁運動に関する症状（脱力、歩行困難、不随意運動な
ど）
➂自律神経等に関する症状（倦怠感、めまい、睡眠障害、
月経異常など）
➃認知機能に関する症状（記憶障害、学習意欲の低下、
計算障害、集中力の低下など）など様々な症状が報告

（厚生労働省：HPVワクチンに関するQ&Aより引用）
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HPVワクチン接種後に報告されている
「多様な症状」について

HPVワクチン接種後に、広い範囲に広がる痛みや、手足
の動かしにくさ、不随意運動（動かそうと思っていないのに
体の一部が勝手に動いてしまうこと）等を中心とする
「多様な症状」が起きたことが副反応疑い報告により報告
されています。
この症状は、何らかの身体症状はあるものの、画像検査
や血液検査を受けた結果、その身体症状に合致する異常
所見が見つからない状態である「機能性身体症状」である
ことが考えられています。 

（厚生労働省：HPVワクチンに関するQ&Aより引用）
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接種後に心配な症状が見られた場合
■接種後に、健康に異常があるとき
• まずは、接種を受けた医師・かかりつけの医師に相談
各都道府県において、「ヒトパピローマウイルス感染症の予
防接種後に生じた症状の診療に係る協力医療機関」を選定
協力医療機関の受診については、接種を受けた医師または
かかりつけの医師に相談

■不安や疑問があるとき、困ったことがあるとき
• 各都道府県において、衛生部局と教育部局の１箇所ずつ
「ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に症状が生じた
方に対する相談窓口」を設置

(厚生労働省HP:https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.htmlより）
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ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に生じた
症状の診療に係る協力医療機関

（ https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/medical_institution/index.html ）
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接種後に心配な症状が見られた場合
■接種後に、健康に異常があるとき
• まずは、接種を受けた医師・かかりつけの医師に相談
各都道府県において、「ヒトパピローマウイルス感染症の予
防接種後に生じた症状の診療に係る協力医療機関」を選定
協力医療機関の受診については、接種を受けた医師または
かかりつけの医師に相談

■不安や疑問があるとき、困ったことがあるとき
• 各都道府県において、衛生部局と教育部局の１箇所ずつ
「ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に症状が生じた
方に対する相談窓口」を設置

(厚生労働省HP:https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.htmlより）
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ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に
症状が生じた方に対する相談窓口

（ https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/madoguchi/dl/151116_01.pdf ）
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日本小児科学会の知っておきたいわくちん情報
2022年3月に追加

http://www.jpeds.or.jp/uploads/files/VIS
_A10_ISRR_202203.pdf
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今日の内容
•予防接種の知識
•予防接種後副反応について
•新型コロナワクチン
•おたふくかぜワクチン
•Immunization Stress Related Response
（ISRR）予防接種ストレス関連反応

•風しん第5期定期接種について
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週別風疹・先天性風疹症候群届出数
（2008年第1週～2023年第27週：感染症発生動向調査より）

73

風
疹
届
出
数

先
天
性
風
疹
症
候
群
届
出
数

国立感染症研究所HP 感染症発生動向調査より作図
https://www.niid.go.jp/niid//images/idsc/disease/rubella/2023pdf/rube23-27.pdf



図３ 風疹含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係（平成29（2017）年10月1日時点）
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第４６回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会資料より
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令和4年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業
風しん第5期定期接種の対策期間延長における風しん予防接種
促進に関する研究【研究代表者：多屋馨子】
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行動経済学の観点から
利他的メッセージが
重要とのこと

神奈川県衛生研究所HPから
ダウンロード可能です
https://www.pref.kanagawa.jp/sys/eiken
/016_theme/vaccine/rubella_001.pdf

風疹予防啓発リーフレット



ご清聴ありがとうございました

サータリ先生に似顔絵を描いていただきました
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